






























1) 「―堀内ゑびすコレクション― 趣味家たちの蒐集たからぶね」(配布資料)  



































































































































































































































































図 2 甲子園会館 大黒天が飾られていた屋上西部の分銅型ニッチ



























松は地域の風土や景観に根付いている。井上赳 作詞 田中銀之助 作曲の武庫川学院歌
にも「思ひは遠し 武庫川に とどめぬあとのかほよ取り 鳴尾のあとの松かげにみがく
こころは 眞澄鏡 われらはまなぶ をとめにあれど 清く正しき 道に生きんと」と詠
われている(友田泰正 2011:77-85)。万葉集も含め、数々の和歌、短歌、俳句は鳴尾の入
海や松、一本松について触れており、名所旧跡、歌枕の一つであった。一昔前なら、結婚
式で必ず詠われる あの有名な謡曲 「高砂や この浦船に帆をあげて この浦船に帆を
あげて 月もろともに出で潮の 波の淡路の島影や 遠く鳴尾の沖過ぎて はや住の江に
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図 3 甲子園会館 西ホール 装飾(部分) 筆者撮影 2017 



























玉 1 個と小さい水玉 5 個、6 個、7 個などの大中小の単位の数珠の列で簾を構成している。
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図 7 甲子園会館 屋根 相輪露盤（部分）著者撮影 2017
図 6 甲子園会館西ホール 装飾（部分）著者撮影 2017 年 
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図 8 甲子園会館 屋上壁面タイル(詳細) 著者撮影 2017 
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図 8 甲子園会館 屋上壁面タイル(詳細) 著者撮影 2017 
図 9 甲子園会館西ホール入口 装飾(打出の小槌）著者撮影 2017 
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